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Part One:  The Necessity for Water Literacy
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を備えてきているからだ.そのために,「水」を
確保する手段,探索する方法,海水から「真水」
を取り出す方法等を開発しているし,水を使っ
て運搬することや水耕の稲による食糧確保と
いう文化までも築きあげてきた.しかし,その
ような人工的「水」取得と利活用の生活環境の
中で,今を生きている子どもらは「水も工場で
つくるのかな」というような感覚も持ちはじめ
ている.そのような「水」確保と利用に関わる
現状と歴史・遺産を通して,現在の自らの生活
を捉え直せるような教材・学習材を,「水と人
間」という教材群にまとめた. 
 このように,人間にとって水の重要性と「水」
に関わる産業と技術,文化の豊かさと多様性を
知れば知るほど,「そもそも水はなぜ生きもの
にとって不可欠なのだろうか」という疑問,問
いも生まれてくるだろう.それに応えるような
内容として,「自然界の水」がある.人間が飲め
るような「真水」は極めて限られた量しか地球
にはないこと,太陽系においても極めて特異な
物質・水であることを知っておくことは,水と
地球を考える上で,重要な知見となる.いま,火
星に水があるかが話題になっていることの意
味も,わかってくるのではないだろうか. 
 しかし,それほどまでに重要な水だからこそ,
人は水に関わった争いをし,過剰に利活用しす
ぎているという現状もある.その中で,都市化
や農耕・牧畜化,単一栽培等による土地の荒
廃・砂漠化が進んでいるという状況や河川の塩
分濃度の高まりなどを学ぶにしたがい,子ども
らは,落胆の表情さえ見せたりする.そこで,そ
のような開発の在り方自体を問い直し,過剰開
発を防ぐための人々の工夫についてもとりあ
げておくことが必要だ.「干潟」保存の運動や
「山に木を植える漁師」の試みは,これからの
環境教育を考える上で,示唆的な教材・学習材
といえる.これらを含めて,「山・川・海と水」
という教材群にまとめている. 
 そして,これらの負の遺産ともいえる側面と,
自然との「共生」を目指した人間の知恵に接し
て,自分達は,どう考え,行動するかについて考
える素材を最後につけた.環境教育が,単にゴ
ミ拾いや「無駄遣いの抑制」というようなモラ
ル,あるいはしつけ的なものではなく,知に裏
付けられた環境教育の在り方を探るきっかけ
となればと思う. 
 
「総合的な学習」の「総合」とは？ 
 
 ところで,「総合的な学習の時間」が全面実
施された現在,「総合的な学習」の実践は,必ず
しも「順風満帆」とはいえない状況も見ておく
必要がある.そこでは,①教科学習での「基礎・
基本」の授業時間の削減にともなう教科学習弱
体化への危惧,②「総合的な学習の時間」の「ね
らい」が「自ら課題を見付け,・・・主体的に
判断」し,「学び方やものの考え方を身に付
け,・・・主体的,創造的に取り組む」というよ
うな学習の運営,形態,方法的な側面からの位
置づけが強調されすぎて,「総合的な学習」が
「学習」の一端を担うものであるという点（学
習内容）への配慮が不十分であること,③週２
－３時間相当の授業時間を設けながらも,そこ
で投げかけるべき一定のまとまりを持った学
習材・教材が十分蓄積されてきていないこと,
④「総合」という時に何を総合するのか,とい
う検討が不十分であり,イメージが共有されて
いないこと,等の要因が絡み合っているといえ
るだろう. 
 このような状況下で,改めて「総合的な学習」
をどう捉え,どう取り組んでいったらいいかが
問われているともいえる.この点を考えるにあ
たって,ひとつ留意したいことは,「子ども達に
とっての『総合』とはどういうことか」「どう
いう意味をもっているか」という点である.そ
こで,子どもたちにとっての「総合」の内容,機
能について,次のように整理した. 
 ①ある事象・現象を多面的に,いろいろな視
点からみて,それらをつなぎ合わせたり（総体
を捉えたり,多面的に捉える）,ある事象・現象
の変化過程全体をみること（変化過程全体から
捉える）＝あるモノ・コトの個別的事実に関す
る認識の総合化. 
 ②モノとモノ,モノと人,人と人に関して比
較や類推を重ね,それらの間にある規則性や法
則性を把握すること（諸事実の関連,関係から
捉える）＝複数の個別的事実認識の関連を探る
中での規則的・法則的認識の形成. 
 ③ある事象・現象に関する規則的・法則的認
識をもとにした,諸事実・現象の総体的認識（諸
事実の関連を,概念を使って把握する）＝物質
界や生物界の世界像,物質像,静物像,地球像
等. 
 ④認識形成における方法,つまり分析と総合
という時の総合. 
 これらは,いわば学習を総合的に組織するた
めの視点だが,考えてみれば,すでに各授業実
践で配慮されていた点でもある.いいかえれば,
これまでの授業実践（特に教科学習）の延長・
発展として「総合的な学習」を考え,いわば「学
習を総合する,関連づけ,意味づける」という教
育活動の機能に着目した取り組みとして考え
てはどうかということだ.したがって教科学習
との関わりを考えることなくして「総合的な学
習」は発展しないこと,教科学習と「総合的な
学習」との「還流」に留意しながら教育活動を
構想・実践することが重要ではないか,という
ことになる.そして,これらの「総合的な学習」
がさらに発展した段階の教育実践として「総合
学習」を考え,それは一定の学習材の蓄積と教
師集団の力量,授業運営や指導の弾力性などの
基盤を必要としているように思う. 
 以上の点に留意しながら,環境教育を,「自分
が,いま,ここにいることの偶然性と必然性を
探り,そして今後どう主権者として生きていく
かを考え・活動すること」を通した教育活動に
していければと考えている. 
